





















































An External Evaluation of the Central Public Libraries in the 23 Wards of
Tokyo based on the “Desirable Standard for 
the Establishment and Management of a Library”

































年14名、1018年11名 で あ り、 女 性 が66名






































































































学年 2013 2014 2015 2016 2017 2018 合計 （％）
２年 16 4 2 0 4 0 26 （32.1％）
３年 1 14 5 11 7 10 48 （59.3％）
４年、院生、他 2 0 0 1 3 1 7 （8.6％）
性別
女性 16 16 5 9 13 7 66 （81.5％）
男性 3 2 2 3 1 4 15 （18.5％）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１）Center for Technology in Government. 2018. 
“The role of public libraries in engaging citizens in 
smart, inclusive and connected communities – A 
























ましい基準｣ 制定の意義、『図書館雑誌』Vol. 107, 
No.5、266頁
５）報告書によれば、「アンケート調査は、インター
ネットを通じて平成28年１月８日から31日までの
期間に回答を収集した。有効回答数は2,456件で
あった。アンケートを依頼した地方公共団体は
1,315あり、調査対象とした図書館は3,173館にお
よぶ。図書館を分母とすると回収率はおよそ77％
である。」（４頁）
６）NetCommonsは大学共同利用機関法人　情報・
システム研究機構の登録商標である。Ｈ大学図書
館司書資格課程のグループウェアについては、
http://lc.i.hosei.ac.jp/を参照。
７）詳しくは、村上郷子著、「東京23区中央図書館の
外部評価：大学生による現地調査をてがかりに」
埼玉学園大学紀要 人間学部篇（13），219-230, 
2013-12参照。
